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錨2-4-車

議

撃

に

よ

る

田

吾

妻

量

一

襲

警

4
同
3
8に
薫

表

、

4
間
同
騒
が
霊
堂
怠
り

ま
す
。
舎
窃
の
繁
務
会
穏
健
滋
品
輸
か
ら
、
滋
擁
立
市
・
沼
南
窃
遺
骨
絞
め
双
数
M
M
f
議

場
A

て

2-gに
お

り
ま
し
だ
。
皆
さ
ん
の
銭
綴
総

1
擦
を
無
訟
門
L
す
る
こ
と
砂
く
、
よ
く
然
、
よ
く
鱈
君
、
よ
く
寝
耳
A

て輪開

絞
に
私
記
ち
の
唖
慾
沌
被
疑
問
院
し
て
く
れ
る
人
表
選
び
恋
し
よ
う
。
日
鴎
い
ム
口
huせ
選
挙
瞥
穫
祭
銭
会
設

識
せ
附
選
挙
区
の
定
数
、

V
投
面
購
読
加
賀
市
培
券
投
開
愉
併
制
限
緩
券
は

ハ
力
キ

(
Z伎
で
お
れ
分
切
で
郵
送
し

て
い
み
ゆ
か
寸
。
校
純
一
恥
日
ま
で
に
届
か
な
か

っ
た
均
、
粉
本
ん
し
た
方
は
、
投
票
所
的

V
検
察
の
で
き
る
方

mm
何
M
M
年
4
M
月
州
開
封
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
り
州
都
線
縁

日
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

H
r、
間
利
引
が
な
く
て
も
選
挙
人
然
知
仰
に
絞
絞
さ
れ

年
l
H
け
2
R
M
M
織
に
紙
人
脱
出
を
、
ず
れ
て
い
る
お
は
投
判
明
で
き
ま
す

き
続
き
本
年
4
Hけ
2nη
ま
て
市
内
に
住

時
凶
作
γ

ず

ιん
な
れ
ん
し
、
半
年
1
L川
盛

田

、

期

事

で

投

票

で

き

え
れ
川
小
守
主
下
誌
に
県
内
か
り
松
山
砧
い
お
は
不
在
者
投
験
後

g
し
夫
↑
々
は
前
住
所
触
の
市
部
川
竹
内
鴻

学
人
名
為
い
い
笠
ね
〈
淡
革
命
中
が
い
い
、
投
票
日
い
司
会
役
的
弱
娘
、
出
品
明
記
人
記
、

転
出
し
と
か
抹
消
す
べ
き
山
間
R
か
点
本
な
紘
一
円
、
病
人
約
絞
殺
な
い
と
や
む
や
件
な

い
お
ρ

怒
れ
て
い
れ
ば
、
我
孫
子
市
長
い
お
似
て
除
機
て
き
な
い
お
は
、
不
配

的
数
付
す
る
居
住
説
明
4
n
H
(

賊
料
℃
市
教
校
側
れ
が
で
き
ま
す
し

代判州市
F
u
n
て
発
行
し
ま
す

d

A

ぞ
件
付
枇

v

w

v
蜘州問削

4
月
3
日
か

H
4
Hり
日
民
家

主
'
る
こ
と
に
よ
け
ん
間
付
仕
掛
端
む
投
票
カ
て

で
さ
ま
す
〈

k
k仁
、
湖
町
内
向
住
一
附

V
時
期
毎
日

γ前
向
時
的
分
か
h
午

問
問
転
も
…
間
以
り
で
す
め
て
ご
生
江
主
く

た
さ
い
v

い
訂

L
〈
は
‘
」
泣
苧
伊
M
m担
安

い
民
会
へ
お
問
問
い
合
せ
く
だ
冬
い

2
名
に

V
持

参

す

る

も

の

(

総

印

)

投
票
所
轄
機
構
ザ
内
線
滋
き
収
て
い
る
万
)

を
お
持
九
〈
幻
き
い
Q

4
可
不
義
者
投
票
所

候
構
者
の
氏
名

は
ハ
ツ
キ
リ
と

い
つ
の
凌
宇
て
も
、

、福

は
L
た
い
か
投
祭
し
た
方
的
若
定
義
く
み

と
る
?
-
と
が
で
与
な
い
た
め
い
総
効
に

な
る
も
の
ふ
刀
ゃ
な
く
品
り
ま
せ
ん
λ

校
川
県
討
に
は
、
偽
情
渋
記
載
ム
円
に
候
補

絞
め
氏
名
が
刑
判
不
き
れ
て
い
ま
す
仰
で
チ
が
不
良
出
で
あ
っ
た
り
、
文
字
的

よ
〈
一
性
的
て
、
投
票
用
法
約
一
市
総
制
に
お
け
な
い
与
は
、
投
娯
断
の
ぬ
鋭
い
い
問
中

八

y
斗
ペ
リ
記
純
し
て
く
れ
μ
M
沿
い
し
出
れ
ば
代
療
で
校
総
か
で
き
ま
す
e

企
む
役
軍
別
紙
に
は
、
検
鴻
話
内
投
票
的
向
け
や
什
M
M
帥
問
日
目
山
刷
れ
る
心
日
出
辻

氏

名

め

縫

い

い

余

分

な

一

}

と

を

一

記

載

す

る

安

υし
て
申
し

と
い
熱
均
七
会
る
F

h

と
が
あ
り
ま
す
勺

3
月
定
例
会
開
か
れ
る

新
年
度
子
同
日
努
A

む
と
を
議
議
す
る
m
m

に
山
沿
っ
く
ま
ち
り
く
り
…
の
も
中
市
川
口
口

和
町
年
続
1
泌
が
滋
安
定
例
会
か
、

3
4
J
+市
絞
取
り
捌
み
へ
の
込
本
レ
一
仁
山

内
リ
い
刊
は
均
九
時
ば
ま
て
め
戸
い
い
日
間
的
F
K
M
M
九
に
丸
山
知
カ
間
内
ら
れ
る
仏
町
一
-
一
誌
の
渓
山
崎
ヰ
一

糊
却
で
問
問
ほ
さ
れ
ま

L
た

i
…
て
い
く
決
吾
を
表
明
し
芝
一

L
K

日
就
任
後
初
内
て
の
議
会
心
的
納
ん
た
大
今
凶
は
、
市
長
同
州
じ
u
t
f
、
明
め
は
は

い
什
市
長
辻
、
門
口
品
川
、
市
川
川
辺
滋
心
絡
ず
全
丈
と
民
時
に
げ
は
わ
れ
た
ぬ
引
け
長
け
H

る
間
れ
と
、
鈴
午
絞
め
怖
い
消
幻
ベ
出
納
を
会
役
び
水
滋
事
業
内
総
持
ん
討
を
咳
約

出
べ
金
上
た
こ
川
山
中
て
市
長
は
、
一
平
と
て
治
介

L
ま
す
一
三
会
も
出
火
ノ
山
一

刊
で
ぺ
祉
会
ご
絞
殺
主
同
州
境
つ
く
り
…
勺
本
主
お
、
新
特
攻

f
立
主
存
は
仁
内
九

i
f
…
休
刊
と
日
出
ね
の
あ
る
'Hり
リ
ふ
し
た
俊
治
燃
す
る
均
議
主
に
つ
い
亡
は
、

っ
く
リ
ヘ
教
育
‘
文
化
u
M
梢
祉
が
ふ
れ
治
知
ら
そ
し
ま
ナ
R

議
警品指

川
町
州
で
く
犬
父
、
い
ル

ま
た
討
の
ヂ
zHお
な
や
々
は
、

組
曲
と
引
士
用
的
投
ぷ
消
滅
を
附
附
設
し
て

み
り
ま
ナ
的
で
山
引
い
れ
て
く
九
九
さ
い
〉

く蚕5面〉
j 程鰯様替d~!

4持野田{罰}
帯韓関前適D

あ
佐
駅
前
例
漁
り
2
0
0

は
し
て
銭
円
。
邸
新
緑
ま
つ
り
を
鰯
儀
。

畿
の
や
わ
ら
か
な
包
を
浴
び
な
が
ら
、
食

べ
て
遊
ん
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
獲
し
い
1
Bを。
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所信表明から

主義706務

東
京
よ
り
総
力
的
。

ホ
ッ
と
タ
ウ
ン
我
嘉
子

市
川
市
民
め
災
誌
に
応
え
る
)
へ
く
、
ボ
ぺ
山
台
心
・
と
す
る
生
き
ネ
き
と
し

た
は
け
ゆ
え
み
の
あ
る
h
H
み
よ
い
ま
ち
勺
く
り
A

知
町
、
務
総
上
、
選
挙
合
的

吋
予
知
て
安
全
で
健
康
な
一
時
域
っ
く
り
「
本
と
は
と
活
力

の
あ
辛
口
立
し
た
生
活
滋
づ
く
り
い

1

教
育
・
文

化
・
悩
乱
ぬ
か
生
活
仁
志
勺
く
ま
ち
ウ
く
り
の

3

本
伎
を
点
政
~
め
車
η
巡
ん
の
第
十
ふ
と
し
、
市

川
ん
い
い
仏
民
地
い
か
山
川
ら
れ
る
抱
取
の
境
問
問
i
f

そ
し
て
ま
い

り
ま
す
w
m
w
M
主
ャ
辿
じ
市
駅
付
今
日
位
ド
訴
え
て
ま
ハ

り
ま

L
た
よ
う
に
、
バ
削
門
前
九
、
前
進
的
市
政
ヘ
の

転
換
を
悶
リ
取
が
よ
け
削
唱
力
的
な
ふ
…
勺
と
タ
ウ

/
花
戸
川
J
T
」
を
防
衛
ル
家
?
ぷ
引
い
恥
よ
リ
魅
力

的
」
と
は
ぞ
い
カ
ム
ゐ
伏
線
寸
法
い

1

川
村
胞
を
一
行

っ
た
我
山
同
rγ
土

中

之

、

心

打

か

よ

い

我

哨
郁
子
計
二
三
僚
や
ι
1
0
L丹
、

J
'
…

2
一

4

J

一

;

的

計
官
級
合
こ
の
よ
吋
勺
ey

に
定
的
久
松
山
根
域
に
は
包
準

日
制
カ
い
り
山
問
え
て
い
た
円
人
定
時
妥
を
上
ぬ
と
い
、

ル
十
俗
的
町
中
に
と
け
?
九
万
点
枚
、
を
校
総
し
ゃ

カ
て
却
子
。
山
川
投
句
ヘ
め
昨
山
崎
代

L
役
と

vt一
的
使

命
を
一
来
す
べ
く
叩
品
川
授
を
い
ト
人
し
た
か
じ
り
て
す

本
と
練
と
活
力
の
あ
る

自
立
し
た
生
活
圏
づ
く
り

川
議
、
工
業
、
民
主
、
サ
j

k
ス
必
向
、
山
内
向
笠
れ
わ
る
主
一
組
系
ノ
ト
げ

砂
市
内
総
級
品
川
?
?
と
れ
た
発
裂
の
た
比
引
に
、
ク
m
w
泌
総
…
般
に
よ
る
ま
ま
ち
円
以
内
化

中
小
食
欲
川
川
地
約
挫
設
あ
る
い
は
街
活
必
均
と
協
力
し
と
お
γ
目
出

4
4カ
ナ

業
伝
雌
J

に
山
山
手
ワ
ゐ
限
り
め
引
い
抱
渋
を
ま
ち
ν
ヘ
ム
円
一
氏
本
佼
的
都
市
計
問
、
と
上
地

り
、
設
誌
の
川
町
代
化
町
域
一
応
食
会
窪
仏
付
制
刊
明
市
計
幽
ゐ
内
1
ゑ
に
山
間
ム
止
す
や
と
要
が

町
長
刷
、
そ
し
て
川
地
域
内
浴
演
を
は
じ
わ
り
ま
す

し

日

L
出
ん
ご
あ
り
吃
十

448 

主
な
建
設
工
議

ト
山
口
引
い
い
い

3
地
;
本
ん
…
点
下
却

し
治
生
を
川
町
総
出
刊
行
ん
ね
ホ
以

内
約
半
分
そ
山
地
v
p
本
て
ま
か
な
ノ
て

い
家
す
か
、
続
投
て
は
よ
ホ
か
h
t
世

し
だ
っ
し
て
利
則
針
の
お
か

ι目

減
業
活
動
以
力
ル
人
H

れ
て
い
き
治
を
い
た

T
J
ニ
と
も
て
で
も
会
全

L
た

一

事

輔

の

拍

率

北

、

省

力

化

的

た

め

、

臼

年

庄

一

ま

す

そ

の

h

L

m

ペ

ホ

波

山

内

向

j
z
地
ー

か
ら
珪
理
、
予
算
出
冨
醐
雄
氏
管
制
崎
線
で
州
問
問
嶋

機
水
錆
生
に
対
応

急
速
あ
場
施
設
を
建
設

的
問
一
一
肌
化
と
い
う
宇
佐
へ
の
域
災
れ
対

応
て

ιhり
ま
す
連
日
付
通
一
小
川
へ
の
人

れ
小
川
似
際
t
p
γ

た
数
抑
制
約
状
況
打

ιa三
一

勺
全
労
々
見
込
勺
討
究
主
三
三
行
主

t
z
d
a
4
9令
Y
い

a
h
r
r
t
J一l
υ

生
時
四
切

手
賀
沼
を
め
ぐ
る

新

た

な

構

想お
2

之、

消
3
市
川
山
、
千
刊
日
泌
を
め
ぐ
る
お
市

計
例
タ
給
た
い
は
協
相
川
手
る
こ
と
で
、
特

に
州
問
機
十
る
川
州
市
間
際
y
}

連
動
し
た
郎
市

主
選
議
蓄

E
Z室
長
、
支
ァ
T
Z主
主
5
か
年

寄

害

者

本

耳

己

主

計

十

尚

一

毒

殺

も

紛

リ

人

れ

た

、

ま

*
仁
川
円
仁
富
む
市
開
山
本
山
以
内
総
中
山
山
川
町
内
を
決

抗
2
山
は
、
人
事
的
漁
村
議
所
へ
の
定
}
て
い
く
与
え
て
寸
ふ

制
札
前
と
、
叩
閉
山
一
加
機
械
情
め
門
誌
点
し
で
す
よ
れ
に
よ
コ
て
、
付
J
L

ク
リ
ン
ク
ロ

市
政
を
よ
り
活
性
化
す
る

i
J
r一
け
ハ
ト
や
ア
ラ
ノ
/
透
明
時
な
ど
て
ネ
ソ

m
n
u
M
不
況
に
よ
る
則
炊
け

i
ク
し
た
文
化
は
施
設
‘
主
人
総
社
総

当
刻
前
説
題
と
そ

指
令
得
的
建
設
か
あ
り
ま
す

川
汎
点
叫
以
悩
、
主
体
と
じ
る
る
い
弟
、
‘
u
h
f↓

タ
タ
!
ι
m
Y
M
札
の
た
め
の
お
長
会

科
技
な
か
を
め
州
間
以
ッ
与

1

1
1不
出
吋
か
ら
サ
妓

Ld%木
市

へ
の
絞
ル
!
!
ぬ
放
の
た
め
関

係
機
約
ヘ
封
く
夜
的
!
、
判
代
将

子
山
肌
夜
北
区
則
級
副
州
市
計
絞
iμ

山山

当
面
の
課
題

ま
二
、
、
本
市
2
0
0
年
の
ふ
八
…

叫
川
正
、
ふ
ふ
し
た
い
考
え
で
あ
づ
ま
「
、
一

ま
れ
心
、
や
争
点
以
発
技
法
剥
に
あ
一

る
た
め
品
川
同
事
務
事
業
一
ー
か
間
一

総
多
織
化
、
ぺ
採
に
註
的
に

L
一

場
加
付
制
向
い
い
あ
り
ま
す
よ
刀
、
一
日
一

与
の
ね
神
を
尊
治
し
、
計
鋭
的
一

ー
か
っ
公
正
に
効
引
や
め
な
り
川
削
減

山
地
悼
を
は
一
一
J



わ
か
絞
め
~
片
山
鈴
化
、
倍
以
日
比
、
日
間
浴
械
は
鴻
伐
を
1

り
f
d
刀
り
教
た
け
打
此

化
、
成
品
料
伐
と
こ
の
社
会
問
吋
印
刷
ν

内
件
以
航
、
に
野
山
川
ま
す

日
U
U
U
十
弓
九
日
ぺ
学
校
教
務

か
て
も
批
判
句
叫
に
お
け
る
や
い
門
教
育
教
符
め
廷
内
総
絞
め
、

F
Eも
2
人

へ
め
総
絞
め
依
存
、
持
に
学
怒
社
会
口
三
り
か
…
符
ツ
数
料
H
r

「
ヘ
烈
々

の
叫
判
官
官
川
付
、
現
伐
の
学
校
に
お
け
る
内
何
事
泳
法
…
い
い
ん
与
し
た
適
切
な

y
料品川

ぷ
淡
々
を
中
U

と
す
る
学
力
め
点
付
制
側
、
符

$
4泌
総
地
げ
を
一
行
い
ま
1

U

7

注
~
一
一
地
γ
〈
川
内
止
仁
、

は
は
告
に
お
け
る
学
夜
中
心
の
泌
総
を
数
料
相

H
カ
F
と
ら
め
い
総
力
、
約
円
そ
・
し
ん
れ
4
な，

改
的
、
も
J

と
多
w
幅
約
に
人
々
の
総

2
A閥
人

ま

た

そ

内

た

め

の

れ

主

医

事

N
4
1

奇
心
お

z
e
恥

、

町

4

・
1
供
『
」
ム
Z
E
R
E
J
J
A
1

…

sa

成
約
仰
力
昨
日
号
以
る
必
要
J
J
わ

る

二

、

。

と

な

ど

臨

殺

害

て

広

三

レ

り

わ

け

づ

く

り

を

め

ざ

し

て

お
逃
口
や
間
性
殺
か
な
人
村
静
、
静
成

T
る
こ
と
も
人
々
内
紋
設
工
夫
ヤ
際
的
雌
に
犯
開
門
す
る
と
と
も
に
川
、
M
1
1

幻
仁
主
T

M

札
か
念
か
せ
る
教
官
穐
学
科
サ
;
ヒ
一
叱
斗
1
5
少
闘
的
に
dw
総
し

i
人
U
レ十日

ス
休
刊
め
を
…
総
築
!
↑
F
る
こ
と
カ
大
切
と
め
州
削
除
、
特
波
宮
一
陣
は
す
持
行
ヰ
し
ま

一
M

じ

れ

て

い

全

ナ

ー

ナ

ま

た

、

教

関

H
幻
例
h
M
H

研内
L
A
O
V

…吋

教
宵
岳
災
会
と
し
て
も
出
火
か
人

L
，
在
質
的
向

tを
…
は
り
ぷ
?
坑

喜
ひ
と
と
も
に
時
十
日
行
を
…
打
、
そ
の

ι山
一
双
老
化
上
流
は
叫
刊
に
、

l
j
zし
ゃ
ヘ
五

成
則
市
か
人
中
め
ん
り
ゆ
る
湾
出
で
適
主
考
え
に
な
リ
か
九
て
、
狂
信
の
ふ
ん

u

wに
災
繍
が
れ
る
生
泣
J

下
平
日
係
十
巾
を
さ
や
、
熊
絞
め

g
義
十
」
ぬ
れ
き
ハ
わ
れ

ア
ぐ
、
り
あ
け
ゐ
た
内
市
長
貯
山
口
判
v
f

目
的
山
形
成
や
げ
同
誌
の
出
て
内
問
総
庁
指

宅密
仏画vr 務(3) 1987.4.1 

;
i
、

j
2
7
1
1
}
j

問
庁
内
μ
一
二
、
グ
ず
“
日
7
r
J
Y

は

~

A

一

}

3

注

j

!

?

t

リ
ペ
す
↓
一
丸
一
ヲ
J
4
5
7
一
い
い
i
ラトれ

し
い
い
比
七
ぷ
お
ー
い
…
…
て
形
成
を
返
れ

慌
た
れ
伐
の
ツ
ナ
ム
ム
モ
社
J
3
す
み
慾
定

今
後
は
金
持
現
μ
間被
u
伏
線
事
政
治
ー
と
山
間

j

;

1

1

1

3

j

地
区
の
没
内
川
公
波
と
し
て

M刊
の
《
公
的
州

連
し
と
ド
議
4
草

案

定

的

、

新

木

駅

路

側

四

在

、

v
ク

193ン
J
'
コ
、
二
一
二

上

5

2

2

よ

主

主

建

三

浦

晴

直

議

E

T
民

主

と

な

る

よ

山

内

広

三

刊
誌
の
た
め
内
照
的
取
得
を
結
滅
的
に
本
一
い
尚
子
殺

4
ぬ
ι
{
こ
お
い
て
立
込
め
れ
吟
市
川
可
決
泌
設
寺
の
絞
品
川
ヰ
」
述
内
…

お
で
は
も
一
ぷ
バ
れ
れ
な
と
河
川
の
冷
化
め
あ
わ
役
て
久

5
宏
一
樹
木
将
校
内
的
、
山
小
バ
お
よ
び
見
出
Lrm
一
淀
川
州
と
し
ご
Mm

ま
た
刊
相
川
運
動
公
開
闘
に
勺
い
て
は
)

と
小
市
民
的
皆
さ
ま
め
快
滋
な
生
品
開
川
崎
つ
く
し
昨
日
射
上
流
調
い
れ
允
州
内
総
必
い
ぺ
み
か
一
一
助
ね
て
ト
け
れ
リ
、
公
J

叫
に
つ
い
て
山
丹
羽
絡
前
市
中
均
、
山
間
同
時
、
治
政
冷
め
れ
ほ

!

休

業

主

的

に

、

問

主

主

総

公

民

下

部

九

右

手

し

ま

す

と

立

山

ふ

ま

と

で

わ

ら

ま

L
土

空

し

浅

草

枕

ノ

会

友

に

匂

ま
と
北
口
内
土
地
谷
認
議
事
業
水
一
胞
の
料
品
俗
的
刊
日
年
波
)
に
続
、

;
;
;
i
|
|
l
1

ま三
ιた

t~、似事伊
蚊
に
吋
す
人
るd
陥
段
詑
川
災
咋
成
川
は
川
札
叫
灼
潟
兆
奈
ム
れH
中
央
八
公
ぷ
阿
め
い
咲
?
ぬ

γ
Uドぞpせ-一

認52%
2
凶

れりリ¥、恥地雪瑚窓配内

z段zL止ιか主む
L
〈
、
川
明W
り

ι仇u
岐芝公仲銚《内門♂ド?水送準まa」ふ一品品主
r卓辛子え肴を令1
主止J什字ヂ村し与rて、忌お
η勺，

f「l
|
|
|
|
|
i
j
j
j
;
;
5
1
!
M足
比
包
話
総
笠
開
事
主
立
業
木
市
肋
戒
椛
問
タ
い
二
二d之、

οバ内主
桜
附
ど
や
進
的
tsLZF

山
口
の
土
地
区
幽
務
理
事
業
μ
川
、
約
主
半
を
慾
元
u

注
杓
作
転
も
酬
明
妓
P

し
て
附
刊

ω年
度
末
に
は
約
一
4
5
6
M
3

本
用
地
は
市
町
表
十
品
約
ど
も
い
え
る
し
し
¥
今
後
ら
守
備
会
と
印
刷
仰
州
全
中
心
、

j

i

;

J

…

主

主

官

転

。

芝

、

主

主

お

り

ま

す

も

ヘ

約

室

内

…

主

義

5
6
0り
入

、

長

会

お

芝

山

立

子

釈

の

駅

前

去

に

子

、

張

市

L
委

主

良

川

お

よ

び

助

成

一

工

蝉

前

線

機

械

鏑

一

通
り
の
仰
は
す
得
力
先

f
L、
い

と

一

い

よ

て

業

減

し

て

お

り

ま

?

の

技

術

事

F
4る
日
ん
込
み
せ
ナ
九
も
ま
と
ま
っ
て
お
り
術
的
災
自
つ
/
を

h
:
守
山
別
清
?
か
山
山
取
る
よ
ヴ
心
一
子

i
!
;
!
i
i
f
司

一
明
節
減
り
が

mh州
内
的
歩
道
工
事
に
訪
問
相
似
午
後
ゑ
日
均
民
的
事
主
は
、
今
年
ぽ
は
弓
円
い
い
い
内
t

前
年
在
比
口
%
り
じ
お
い
て
む
設
な
陣
地
て
あ
り
ま
す
州
支
サ

1
法
九
州
凶
訟
は
出
め

JtA山
m
J
…

子
叩
て
お
り
ま
ォ
。
郎
市
計
側
巡
路
線
東
後
白
川
町
内
必
殺
例
制
小
山
幻
附
出
G

4
リ

ο万
円
を
子
同
刊
訂
ト

L
た

カ

コ

ザ

¥

ニ

内

用

地

利

同

一

イ

パ

川

和

立

た

を

川

凶

る

と

に

閥

抗

勺

ン

ハ

議

按

…

れ
汗
↓
将
二
日
日
刊
玉
民
!
日
伝
叫
川
町
れ
い
リ
千
百
一
軒
十
H
U
M
p
u
v一

杓
公
閥
的
人
、
イ
メ
i
J
t
t
A什
た
せ
る
押
出
前
山
を
中
心
に
行
い
ま
ー
な
お
、
釈
に
つ
い
て
計
九
給
与
が
愉
そ
打
つ
ほ
か
、
市
お
よ
ひ
伐
に
先
Jγ
叫
ゆ
が
め
院
内
で
あ
ろ
山
町
一
ハ
パ
ネ
窓
口
吋
芥
必
け
、
川
何
年
立
汀
事
務
時
三
向
精
工
札
パ
か
川
市
、
刊
日
日

ν

一

た
向
、
附
校
い
れ
よ
か
ス

f
リ
ー
フ
ア
別
に
山
弘
済
寸
る
的
ね
が
ん
で
は
へ
権
利
荷
新
人
ん
に
…
ー
久
子
家
汚
水
中
制
点
/
フ
刊
吋
と
川
内
昨
に
、
市
川
の
お
お
伐
を
市
川
氏
を
的
経
3
M紛然，九円札バ
1
4
仏
叫
ん
ぷ
か
附
託
さ
れ
叫
ふ
た
と
山
一
と
の
進
剤
え
一
高
じ
し
f
J
b
一

一
ヂ
ャ

i
~
ヘ
ン
テ
、
水
試
み
均
等
一
一
い
…
よ
る
投
開
問
ヒ
ル
計
画
か
険
お
き
れ
て
め
波
紋
を
同
開
始
す
る
平
九
止
て
す
ι

灼
多
く
の
人
々
に
訴
え
る
総
総
力
岡
町
ド
役
一
一
以
内
液
中
川
本
叶
止
一
位
め
る
が
一
地
寺

9
9

ぬい般の一一
M
A仁
人
庁
打
り
女
1

t
A…
試
山
都
市
対
決
を
舟
癒
し
も
い
熱
波
お
り
、

MMK関
川
叫
に
対
応
)
ど
し
宗
十
。

{
5
3
1
i
i

ヌ

L
て
お
つ
ま

γ

ま
た
、
治
的
吋
A
A
ι
γ
一
日
々
変
し
て
本
れ
な
ら
一
去
し
口
先
日
事
一

E
先
行
行
勾
守
宅
は
い

九九九地
l
i
h目
黒
設
の
は
一
躍
犠
郡
一
ゃ
い
け
一
日
u
u
u
L
日
十
日
刊
行
川
い
い
た
い
す
一
九
昨
日

附以山知
V泌糾午いいい附飢仰ト巾巾叶計引州市点川
~ζ主
さ
h

われ「仁)たを川州叩刊，、んワ2
，もb
め
r乞よhλれγ

rr不zコaw郁ψ
抄絵恥川の川
W銭問
uり
り
ゾ
之
釦
2
υ
m
一
仁L
勺
い
ご
、
そ
の
た
め
に
も
今
日
間
在
主
上
地
内

r〆
ヰ
タ
試
冶
刊
に
よ
り

vwm)屯
肢
を
け
均
的
へ
科
会
会
一

AM--)て
い

間
的
介
山
部
年
6
汁
事
業
認
可
ι
引
い
い
た
た
さ
酬
明
J

ぶ
さ
れ
て
お
づ
、

u
b
r

葉山口
b
M
Y
凶
仰
に
札
加
し
て
立
安
主
H

は
も
什
民
約
九
れ
い
ま

γ

持

同
地
提
校
卒
約
九
州
誌
の
液
成
合
み
ま
仁
な
る
も

Z
-
b
h災
余
計
剥
を
も
と
に

た
内
て
、
明
弘
一
山
平
浅
か
ん
門
2
か
年
一
計
学
品
川
子
法
を
努
ぬ
的
い
検
バ
バ
ゐ
ふ
し
て
‘
ミ

1 長5
;!J打

ろ王 、ζ fll 
旬行
γ」士、 r}，、
、二ド .c
i1Lグ) Jili. 
寸 I~ Jえ
ら 1こに

えさ 1 
，う

2見す

!出

グ〕

fllh: 1)1: !!乞 t
u止 iく主?

e三;壱 i;(J ご
I!，i! 仁リ iff
をと 2ヒ
i り 立三 fill
J1j: 失た rti 
，C し .j F 己!立と
ヒノl、，，'

ご 削怠 τ{肢主.，ド2 
l取fμ 久"包，事舎主

{こl主、 7mの歩道{ニ緩章者が綴され "誌の
的拘公際的イメ ジめ繍岱駅前通りl二生まれ変わる=完成予然関芝、吉妥二

ほうくれ"

二一、
み[{i] j( 
となの
ル本

1.，え j] i珪
.に;-:<" ~ j た;l

ニt
包ソ!) fl'l 
をよ
リ
?見
L 現?

3… 

449 

も
H

作
品
出
川
町
に
需
滋
い
た
し
ま
十
ピ

ナ
小
笠
間
的
仁
事
斗
判
部
門
は
一
当
誌
計
削

減
mmz」
V

公
開
す
る

U
遂げ叶
J

M

刊
号
め
怜

城
山
わ
込

JMr一
用
地
w
H
H
刊
の
併
殺
を
実
的

し
た
い
し
…
考
え
て
い
ま
す
む
そ
し
て
、

間
引
い
ル
叫
年
前
仇

uz中
小
川
股
陥
抑
制
分
の
辺
町
内
牛
一

応
部
し
、
-
M
U
M
m

は
手
金
こ
け
ハ
円
索
引

E

J
1
:
"が
1
そ

3
F
t
i
-
-
4
3

山
山
ド
る
よ
J

努
力
し
主
ナ

一

以
前
社
川
内
け
い
、
公
共
用
地
凶
作
叫
z
市

川
と
の
視
点
、
か
ら
、
八
ム
向
日
明
鳩
山
的
i

A
F
」
刊
川
し
、
両
側
約
三
J
0
2
7
m
的
地

P1tι
也
九
烹
プ
ョ

4

2

p

t

3
司
行

JMaれ
て
川
3
2
1
1ず
右
足
ワ

社
会
教
青

ん
ず
日
行
採
川
崎
山
『
し
川
な
笠
た
に
村

占
有
住
駅
橋
上
附

駅

舎

建

設

糊

附
判
川
知
与
に
ら
り
け
り
人
的
て
あ
一

た
布
仲
間
収
録
制
人
い
い
は
~
川
崎
作
り
じ
じ

り
人
こ
l
問
り
ゐ
湾
総
尽
に
お
け
人
一
人

口

mwて
、
命
日
択
の
リ
J
Z
り
の
染

2
2

守
在
叫
j
A
:

一
l
万
2
0
υ
ハり人ムモ
M
W
u
f
h

北
部
地
区
の
叩
日
u

u

u

i

雨
水
銚
本
州
月
後
四
一
し
い

i
i
t
i
t
-
:
i

l
i
l
i
-
-
1
1
j
i
i

お
り
ふ
れ
グ
拶
羽
詰
1

片
切
L
f
系
ぬ

花
町
郎
総
ぼ
川
λ

弘
知
永
い
り
円
余
中
主
日
中
什
内
h
k
余
必
殺
保
〕
刊
聞
を
世
訂
す
る
ニ

F

…
れ
支
で
森
市
河
川
つ
¥
}
叫
白
川
叶
お
よ
と
は
削
山
総
と
、
税
同
口
何
点
一
日
小

η出
へ

ひ
ど

3
古
都
市
下
水
路
内
紘
一
線
必
然
的
利
問
存
辻
、
↑
市
山
市
内
山
山
総
防
止
吠

山
同
幻
ー
の
滝
口
吋
例
会
切
持
り
な
げ
れ
は
最
中

-口
2
-
工

フ

ち

一

R
T
T
G
M斗
Zト

ι

力、
6
J
カ
今

jj
二
Z
F

↑
一
、
-
一
司

J
i

什
持
之
常
化
聞
を
γ

↓
，
定
し
ま
十
九
州
伊
作

筏
の
主
的
問
問
何
聞
の
険
バ
に
J

引
ミ
士
う
斤
J

ま
?

r

i

i

a

…
 

阪
々
も
殺
な
り
の
川
川
悦
ル
ザ
…
M
る一

こ
を
一
川
判
明
日
隊
仁
し
品
川
什
的
な
見

出
L
か
必
明
、
す

-
A
F
M
乃
サ
片
山
と
な
ム
vm附
hM

間
約
判
明
計
約
安
全
坪
仰
や

が
い
持
続
容
の
刊
問
向
上
を
川
内
ろ
へ
〈

mmh
絡
絞
め
法
主
ヰ

7K灼
ド
践
を
約
一
鋭
的

に
進
出
川
ま
す



1987， 4‘ T 
V
臨
時
4
月
同
日
本
~
午
山
間
4
を
け
叶

r

h
4
的
知
心
刀

マ
機
一
前
市
民
八
ぷ
鉛
清
4
4
寺
山
口
t

G 

i

諮
り
ま
す
々

マ
摂
料
で

*

J

/

ノ
川
ヘ
ノ
ト
ト
ヘ

一
純
白
山
小
九
7
4
9
4
〉
ネ
や
川
円
机
ド

…
a

げ
一
て
¥
山
市
所
雷
同
州
」
2
5
7
t
Q

一
V
省
料
て
ホ
レ
九
人
一
的
判
明
波
及
れ
八

子
誤
射
訓
明
後
ぷ
ハ
ぷ
松
舘
…
小
川
…
ハ
リ
4
7

間
話
一
々
、

ハ
hυ

…

閉山…

b

絞
っ
て
く
だ
さ
い

h

総

ど

れ

γ

ノ
必
干
名

m
M
~
問
…
6
ω
の
お

i
 
v申
し
込
み
み
ゆ
…
パ
n
た
~
訂
後
忍
巧

L
て
く
ど
き
い

LPO
お

ヲ

j

ナ
:
村
山

殺
は
、
市
川
山
小
ふ
て
Z

引初出34州
H
令
子
山
山
山
て
、

中
山
r
m
ご
勺
丸
山
h
川
け
け
a

、
い
主
ア

W
V
3
1ナ
1
判
開
削
上
山
的
泳
綴
れ
り
比
例

q
p
H
m
杓
は
、
い
ふ
弘
、
ふ
U
J

開
制
M

州、

4
F
A

V
J
L
3
U
2
L、
?
L
3
2
q
た
す

d
ワ

子

は

奇

A

j
行

M
U
η
J
1
z
A仁

川
則
的
州
、
日
ん
札
ホ
(
い
県
仙
口
守
合
む
一
生
と

布佐の1吊{苛神社立総E路線(者l伎)，篠丹長奏会
~bの好きIJ風景〉

で清鴻毛しています Jその休みのひと時です」

帥
枯
し
お
い
は
事
放
の
一
元
。

ケ
/
カ
に
な
り
、
押
さ
え
き
れ
ず
抽
出
入

を
か
も
例

L
ち
り
ま
す
た
巧
欽
李
や

巡
動
は
、
"
や
れ
て
ら
市
内
5
え
ら
れ
る
火

人
か
J?
判
る
上
~
7
に
し
ま
と
よ
2

つ
な
い
で

隠
コ
て

公
開
酬
や
滋
鯨
聞
は
犬
の

ト
イ
レ
下
、
は

tmO中
小
せ
ん

絞
一
品
川
市
小
川
前
に
ヴ

て
い
ま
す

U

附
い
た
の
符
澄
ミ
ス
が
絞
れ
γ
ペ
を
交
へ
お

い山
γ
っ
て
し
ま
ヴ
の
で
す
ν

大
は
立
す

た
れ
上
い
か
、
つ
な
い
で
鈍
い
ま
し
ょ
~
フ
i

浴室童館
てますえ

で一一ーな
k..;i巧言! っ

?)Z 

i/l' 

d主

む

Q
“

nud吾

情
十
来
月
供
山
知
、
告
示
の
品
化
、
訪
仏
H
f

誌
は
弘
た
ち

zi山い
い
へ
〈
二
ム
一
一

山
て
き
な
い
太
刀
な
も
約
二
め
呉
長
一

三
リ
か
都
市
化
合
鳩
山
暁
と
と
も
に
、
一

年
々
山
♂
な
く
な
τ
て
い
笈
ー
す
暢

市
て
は
川
町
~
切
M
Z
t
e
A
I
河
川
ベ
パ
リ
…

仙
川
内
仰
A

討
を
仇
川
公
~
し
以
内
仏
全
令
ス
タ
ん

子
サ
ま
し
た
こ
の
糸
み
れ
ば
、
む
…

乃

mAぶ
し
と
い
ぽ
さ
ん
か
ら
ぬ
寄
付
に
ん

よ

J
悶
印
日
午
さ
い
会
長
会
で
…

2
1
け
り
万
円
に
な
勺
ご
J

£

す

ヘ
g

e

u
陪
と
ら
年
常
生
大
き
く
符
て
る
た
め

s

す

み

一

)

協

力

主

将

い

と

事

才

一

マ
問
い
合
わ
せ
部
行
計
同
課

F

￥
4
2
事
SPY-一事
ψ
}

霊
草

a

誌
は
ι
岳
山
4
一
7
7
タ

i
、
六
芯
人
位
一

川
り
い
山
川
三
a
y
一
ホ
ラ
/
J
J
J
T
Z
1
品川いい
J

り
ん

わ
れ
り
部
ろ
h
…
L

L

V

一…ぷ一月比軌を以

t
Lて
一

、

ツ

勾

引

す
問
い
合
わ
廿

V
ふ
ん
仏
的
…
税
一
4
8
哨

7
4
w
m
h
z
m
M
川
m
M
~
2
7
4
4

ト

僑
繁
務
令
総
広
軌
町
ぜ
ろ
い
。
中
じ
は

t
僻

5

0
万
m
門
的
諮
級
織
も
。

ew
 
w
 

lこご協力を

立与

てE

愛
犬
に
も
速
度
な

運
動
が

大
切
で
す

母

y
山
円
以
内
、
上
限
吃
μ
3
…
り
m
門
t
し
金
十

V
問
い
合
わ
常
山
M
K
生
活
誠
治
資
バ
よ

不
出

T
1

アコ

子
か
け
る
山
地
む
ー
ナ
ツ
メ
口
匂
談
設
か

ン
ャ
/
一
F

J

、
タ
/
コ
と
多
h
M
l
メ

JJ 

シ
ハ
ー
の
む
と
り
鍔
今
水
之
介
七
人
は

ア
コ
ニ
ア
ィ
オ
シ
を
つ
件
特
品
別
式
的
中
怯

オ
i
ケ
ス

i
tラ
ー
と
い
う
z
こ
め
手
軽

ぱ
山
山
内
〆
〆
ハ
か

J

…
'w
河
川
町
い
日
早

一
!
も
引
r

下旬十
U

結
め
て
問
問
ち
な
い
山
県

川
さ
ん
と
た
浪
さ
ん

は
ま
す
は
む
予
て

ト
し
ミ
か
ら
れ

ク
ラ
ブ
て
は
、
ー
も
7

450 

俳

句

染谷果径選

そ友 ?t 也
わ I 悶
?を fヒ 3守

"カ tミち
に桟 i三iて
泣る ~t 春
あ I支ふう
るる見〈
1m !!~ j差 3蓋
しイ乞りを
是認 ψつつ3.1:

パ"
(1ft 子

高tiJI'，j dJ 
4む:1，主任l'今 ;1¥
イ
チ F子。字詩
人ーミ

絞

殺

よ1) 十干さんかっく φコ

刊誌 ~Jf H 15 U 主

1人lilーで p、7}考 i二去ります、

応事率先 ぷ1{:+lS58ち役所企;向ロ守



祭706望号

災
計
山
内
治
会
は
お
削
町
小
山
、
y

与問…叶一山川

1

n

-

?
ヘ

d
f
:
;
、ふ一‘

A
z
i
t

釘
わ
g
e
a
L

え
/
a
オ
ム
明
日

d
t
y
-
z
/
4
f
J
L
U量

出暗殺
M
M
5
3
岳
地
一
叩

(
U
J
U
T

…
に
も
ヰ

る
イ
ヂ
初
代
戸
川
え
ぜ

L
iけ
地
は
川
町
叫
吋
カ
打
、

多
問
問
い
お
れ
ず
二
三
に

L
m
e引
化

内
法
か
拘
μ

伝
授
伝
記
か
と
i

へしょ

私
〉

f
v
d

二
hr

二
、
今
、
、
b

i
I
f
l
メ
ヂ
)
、
。
，

y
t
-
-

れ汁
v
k
J
8
¥

巧
4

叫
ん
三
一
3
l
l
日
付
in

f
f
l
H
〆

A
i
一

t
1
1
;

と
L
て

札

口

可

J
'
n門
U

内
U
J
U1
 
)
 

r町一
v{
 

一
日
れ
が
れ
我
孫
子
第
…
覧
会

住
民
が
隣
猿
パ
ト
ロ
ー
ル

為
ぴ

-w-rd七
島
義
品

14註

M
M
M
宮山一立
τ
約
十
日
間
弟
に
、

て
る
ハ
間
九
4

一
ー
じ
一
九
い

ナ
ヮ
奥
約
一
切
滋
れ
内
線
ハ
い
も
凶
行

仁
、
「
出
持
品
川
刊
一
円
九
二
z
ハ
λ
ト
し
、
め

液
中
ご
は
川
、
ゆ
出
払

γ…ι口
九
い
い
布
凡
は
に
立

て
い
ま
す
幹
良
は
?
品
作
主
総

'
Y
い
に
も

曲
凶
向
北
は
疾
的
内
心
得

が
ち
っ
た
と
い
い
ま
す
芭
仏
と
m
m
ヒ

く
湾
実
主
人
柄
で
、
文
い
阿
川
町
弘
旬
、
て
あ
h

た
詩
良
は
‘
こ
の
絡
み
を
断
り
さ
れ
?

に
、
山
川
刊
小
川
ト
パ
バ
誌
の
午
後
、
江
一
ド

制
町
総
い
い
ザ
取
っ
て
お
殺
し
た
打
て
》
た

そ
の
一
け
は
、
江
戸
川
山
少
一
斡
一
え
て
山
町
村

えゅの
J

、
一

「
拙
阿
続
が
お
守
や
容
さ
る
は
パ
か
く
小
金
原
」

と
‘
校
特
然
、
れ
と
叫
M
U
H
d
L
校
二
に
い
り

照
時
な
牧
特
派
…
討
の
小
症
を
U
た
ず
ら
化

よ
し
て
先
的
終
に
技
係

f
Jば
に
い
物
い

た
め
て
す

さ

し

く

べ

て

‘

も

へ
や
す
〈
、
火
箸
ひ
ま
な
き
、
授

か
緩
め
本

芭
蕉
の
高
弟
曽
良
、
我
孫
子
宿
駕
錯
臨
界
ゅ

i
「
道
の
記
い
(
河
合
曲
四
良
)
よ
り
i

十
h

い
文
化
た
け
て
は
な
い

w
m
M
m
m

j

年
に
は
東
洋
山
鳥
税
特
丸
山
町
・
山
路

ウ
完
結
研
究
所
か
で
怒
、
代
打
ゑ
係
改
め
ン

ヨエ
ナ
ノ
点
h
d

的
w
h
b」伝
J

♂
に
い
る
j

州

主

主

持

凶

ん

や

め

出

」

で

チ
れ
わ
れ
る
「
あ
や
め
引
リ
一
も
市
め
代

r
 
mw

表
的
出
航
、

F
宇
シ
ご
い
る

社

会

長

村

山

向

山

町

山

乃

り

三

船

舶

同

ミ

7
1
5

委

人
と
は
ば
、
い
か
が
ニ
た
へ
ん
‘

古
棋
を
こ
め
て
、
離
る
あ
九
ザ
ニ
的
、
総
兵
一
泊
さ
、
伐
と
G
J

窓

会

党

わ

か

ず

金

宗

に

到

消

し

て

い

ま

す

ふ
る
年
内
総
状
、
川
百
十
月
内
問

日
約
夜
明
け
的
、
骨
内
以
は
定
的
L
Z
勺

ご
た
品
:
…

3
一
昔
、
一

J
:
…

f
ゴ
J
J
1
3
1
%
1
ト
ト
を
も
丈

U
1
t
ス

一一m
ヲ
ス
凶
江
い
か
一
出
F
L
j
w
認
に
山
内
か
フ

ヘ
月
中
て
ー
す
‘
う
の
は
、
川
内
し
い

川
へ
め
ん
弘
め
ん
成
中
も

主
勺
て
、
て
れ
み

上
品
一
刊
か
一
日
刊
を
一
れ
れ

夜
か
る
、
織
も
い
ぶ
せ
き
、
民
室、r

を
、
小
品
織
と
だ
れ
か
、
名
付
け
拐

け
ん

J
4
ほ
な
地
名
主
札
付
つ
小
全
日
山
に
、
思

い
の
ほ
か
出
足
て
き
命
令
泌
総
か
う
¥

践
の
持
れ
も
あ
ぶ
¥
下
ふ
た
つ
j

だの

山
川
人
か
待
っ
さ
き
の
依

綴1由花壇
ご]!lD)悶JI.

小
、
我
磯
子
中
に

先
生
と
子
ど
も
遣
の
思
議
の

後
玲
伐
の
布
位
十
期
J
?
?
は
光
栄
と
子

ど
も
達
刀
一
品
に
主
ゥ
て
オ
ウ
ム
く
ム
ワ

氏
、
必
も
集
合
同
け
九

WFJ
て
、
ふ
ふ
と
ヌ

ム
り
を
添
え
で
つ
く
、
ゐ
間
出
土
日
栄
一
企
滋

品拭げ怜
7
中
て
は
品
時
3
りけけ

υ本
会
比
を
ム
日
成
壮
行
い
川
悶
浴
に
向
し

'
花
山
川
は
mm
苧
折
々
鴻
い
人
や
}
ラ

ゴ

パ

、

ゆ

か

す

淡
々

t
き
り
げ
な
く
一
ぬ
る
の
で
し
た
c

忠
良
は
w

々
の
総
ぷ
な
泳
中
治
に
「
日
間
し

き
読
め
紛
な
が
h
一
識
に
か
む
U
け
る

杓
い
と
感
銘
を
ま
け
ま
す
加
時
総
対

的
詩
集
は
、
「
唯
午
f
u
u
安
か
ら
ん
ば

一
恭
一
を
田
品
へ
や
「
役
中
ば
今
日
片
山

カ
り
こ
そ
ん
悲
し
け
れ
、
昨
け
は
激
つ
、

明
石
は
し
ら
れ
す

t
い
す
犯
人
や

山
枇
内
ぷ
い
料
収
引
に
も
つ
な
カ
ゐ
と

川
川
政
に
は
い
必
ヤ
わ
れ
る
円
で
し
た

ひ
る
カ
え
ヮ
て
KV
え
る
と

H
u
t
-
人
ア
り
、

み
ど
れ
ソ
闘
増
築
、
定
員
1
2
0
名
に

竣
ヱ
式
典
行
わ
れ
る

メ
h

ん々
J
トし勺
λ
ワ討
γ

、一ヨペ》ム
a
!

ど
e

れれ

l
i
n
l
u
s
I
F
ν
e
d
j
J
会
ち

し
而
完
全
~
一
広
明
ζ
弘
治
ぷ
湾
作

2
3
a量
一

V
3

ご
、

J

必

マ

&eriu
れ
7

3
p
d
d
Nセ
f
p
i
一
て
LrJ!?とι???ι

日
グ

単品不マ
J

小
れ
か
に
~
成
!
、

3
Hけ
バ
サ

H
W

汁パ"がいド司君…
H
パ、
F

L

んげへ一卜、、
t

f
M
ヴ
封
t
r
a
j
J
t
…

p
i
J引
カ

例
外
叫
戸
内
リ
総
て
一
汗
わ
れ
k
J
た

4
U「まドい同
38Lη
、
LFむ、

k
hおョ

ー

ー

:

;

4

1

j

i

I

4

1

2

川
川
市
町
て
一
同
成
す
る
東
U

町
中
斜
地
ぱ
総

九H
問
先
事
務
州
仙
台
て
夜
九
斜
地
九
一
に
は
‘

全
タ
人
凶
ゃ
ぬ
必
ず
ゐ
十
々
々
か
多
数
h

る
ニ
3

か
ら
、
川
山
名
終
的
定
ロ
H
1
2
0

れ
今
イ
決
定
き
れ
品
川
染
か
行
わ
れ
た
も
め

で
、
今
日
出
力

2
m川
捻
刊
行
悼
ん
げ

糸
川
問
、
良
企
な
と
的
別
法
ご
川
町

i
て
L
む
殺
め
片
期
比
例
と
も
け
ま

v

作
業
燃
の
出
品
…
一
日
2
凶
の

4
6

5

‘
8
m
に
去
り
「
ニ
れ
と
れ
恥
敢

波
打
、
長
度
告
を
わ
け
総
人
約
絞

h

り
に
九
日
っ
た
県
出
町
付
州
山
内
い
が
で

5
b
i

と
山
的
関
係
討
を
お
は
け
て
い

(-zj

会
市
の
け
山
山
仰
山
川
山
山
呂
J
U

ん恨

んぬ
J

川VM
…総雨明一
'
U
M
m

年
皮
肉
開
設
に

向
け
山
訳
文
主
持
か
え
タ

p
l
-
以川…

一日



1987マヰ

様議謬 ~ 

あ
な
た

の
夢
カ
実
現
す
る
滋
市
中
も
そ
7
J
、
え
て
い

ま
す
L

公
開
山
崎
附
は
オ
巧
バ
子
山
山
内

の
培
、

話
番
号
、
従
桃
山
明
名
、
な
ぷ
均
出
，
抱
月
え
一

記
入

L
弓
会
汚
G
日
二
川
印
行
灼
…
ま

ご
=
れ
子
で
3
5
5
J
r
均
約
付

i

れい

1
i
と
て
J

目、

f
e
4
4
?
i
コ

e
L
ノユ

i
h

wv
ご
一
成
窓
科
間
引
は
品
川
明
オ
る
時
抗
争

夜
間
同
治
総
は
夜
間
同
!
と
明
記
し
て
く
だ
が

い

前

m
L明
記
し
て
く
た
さ
い

Z

2
拡
刑
叶
倍
以
上
申
し
込

V
拍
哨
噌
ん
幻
削
船
長
移
設
の
待
合
は
抽
選

を
H
い、

4
同
門
部

U
M

来
て
に
通
知

L
ま

従

す
品
} 

失

第706普

wv
申
し
込
み
ハ
ウ
ル
ー
も
に
竹
系
一
ιhdAい
明
紀
し
も

4
月
G
R
F
出
印
白

正
問
、
害
総
す
る
純

ε子
山
山
氏
名
勺
A

り

効

)

主
Pγ

仁
和
川
孫
子
転
問
山
川
中
央
公

が
な
)
、
チ
の
件
刻
、
生
祁
月
日
、
後
ぷ
災
九
時
一
一
一
歳
出
花
枝
子
学
級
係
へ

4
綾
子
で
リ
ズ
ム
あ
そ
び
唾
口
一
途
完
親
子
学
級
の
日
程

わ
れ
る
い

子
一
と
は
や
絞
殺
湾
か
ん
い
務
以
ト
に
叫
ば

れ
て
い
ま
す
、
し
か

L
、
ら
っ
と
ゆ
と

ワ
め
れ
る
士
一
口
て
幻
力
法
か
れ
ゐ
小
川
4
い

は
な
い
で
し
ょ
う
か

?
と

L
が
成
長
す
る
づ
き

L
K切
な

ニ
の
時
期
に
、
リ
ズ
ム
選
び
て
割
問
す
め

築
山
山
め
中
で

め
れ
刊
が
や
の
お
を
ぬ
っ
め
な
が
ら
十
社

い
に
チ
育
て
は
M
U
務
な
も
抑
は
何
か
士

号
、
え
て
み
乏
ル
は
ん
か
υ

マ
場
所
中
央
公
民
総
点

i
ル

wv
募
幾
人
員

1
1
0
名
〈
応
哨
持
者
多

訟
の
場
合
は
結
議
一

マ
応
募
資
格
、
当
歳
児
(
昭
和
烈
ん
す
後

円
1
2
リ
カ
り
昭
如
凶
年
4
行
l
u
u生
家

wv
品
世
加
機
3
5
Q
O
山内

は
い
ま
せ
ノ
ム
刀
姥

2FFL
て
ゃ
ん
な
け

h
い
は
な
ら
な
い
こ
と
を
、
小
学
i
年
生

を
も
っ
ト
々
々
の
長
い
ョ

位
持

路
樹党，

帯
同教際家

鴨

V

R
勺

学
校
品
れ
叫
池
山
内
~

マ

学

妥

結

時

、

ィ

・

長

打

午

渋川
W
M
川
か
い
リ
ト
十
段
J
J

吋
生
ご
~
円
に
ど

1
3
凶
年
間
山
凶
山
笠
一

マ
議
柏
崎
人
員
百
円
山
山
品
、
次
冷
げ
い
れ

wv
お
加
融
問
寺
院
4
0
0
υ
市内

wv
山
山
枇
抑
制
河
川
惜
潟
市
川
ル
υr丹市山一い
λ
山
口

I

打
力
戸
大
ー
け
い
い
卸
小
;
H
i
u
u
別
呼
ー
ま

ι
ご、

i
ん小山間嶋
d
r

込
加
亡
さ
る
一

行
次
絡
を
お
は
み
，
L

今

い

ト

ケ

一

wv
申
し
込
み
日
制
判
的
山
川
れ
引

p
i

一

作
品
久
れ
一
人
ソ
カ
ζ

…
渋
沢
、
京
一

年
!
日
、

ι品
番
号
を
間
以
上
。

i
n川

ア
け
一
消
印

ι坊
主
一
ζ

に

災

以

f

約
山
川
、
小
学
九
岳
災
総
長
与
大
子
会
川

あ訟たも
チャレンジ.ノ

1託

人
と
人
と
の
出
合
い
夜
漁
じ
て
学
び
、
楠
地
位
怖
を
広
げ
、
よ
り
幽
議
会

か
は
窃
分
受
割
問
遣
し
て
み
荻
校
ん
か
。
ス
タ
ー
ト
の
春
0

4

0
潟
、

ん
な
お
な
た
も
ど
う
ぞ
鵠
酬
の
中
C
F中
央
公
民
館
岱

(
m
u
)
0
5
1
6

公

E定

湖
北
均
芝
公
車
内
法

で念仏時E
 
勺ムυ時6

 
後作十側洲

l
i
;
j
i
l
t
-

公

χ3
 
f
 

さ品、

館

ン
ス
J

す

wv
学
習
部
限

2
年
間
同

脚

v
増
刷
閣
臼
↑
い
窓
口
口
一
日
汀
2
4
3
は
ω

弁
点
滅
パ
仇
炉
内
科
も
あ
り
ま
す

マ
数
議
中
ホ
ヘ
凡
V
一一氏滋

話
マ
務
総
人
終
的
お
{
応
拝
高
多
数
丹

ム
間
帯
A
H
は
挽
一
躍
〕

す
・
応
ザ
雑
誌
橋
市
内
山
ル
山
内
山
W
Aら
は
し
し

ゆ

ヰ汽つ
わJ白

A体験発量産会(幾多寺大学}



事語706号

嶋
崎
北
ム
ロ

1
の
段
の
日
間

(
相
湖
北
統
世
間
口
後
多

2
分

怨
間
引

j
1
1
3
1

，~ ~ IIJ 
?主あ;
立主晃司つi
~ !せ|
言明

言樫
4
m財
閥
同
学
部
叫
呂
程

兜
J
間
説
…

4
月
か
ら
判
明
料
以
カ
泌
が
絞
り
ま
す
。
人
什
…
…
材
、
巾
山
↑
'

牛

Z

ス
リ
ィ
一
戸
ご
九
ザ
棉
内
科
V

印
J
パ

t

u均一
f

M
は
明
子
状

wv
後

期

引

1
f
山
ま

7hL一件

一幕

1
5
i

ぺ
り
ま
で
一
込
i
山
内
日
の
り
守
ぬ
i
M勺
J
d

v持品
F

H
吋

j
w
ほ
校
了

h
u主
ペ
J
O
一ぷ

引
け
円
以
何
川
川
抗
争
己
;
は
リ
ー
、
ァ

グ
オ
斗

1
日

I
;
託
行
に
ぺ
…
h
し
ん
叩

バ
レ
ン
タ
イ
ン
が
誕
生
日

レ
セ
ン
ト
山
叫
し
ル
り
ゃ
い
そ
う

川

名

』

ん

1987， 4 

噛

v
嬬
胤
献
市
内
戦
身
体
訂
以
九
一
九
d

f

八

作
山
内
治
計
一
同
日
約
十
一
山
口
い
を
は
く
↑

山
い
い
い

M
M
T
A
U

伐
位
以
川
町
引
が
な
e?
と

出

2
M一
川
日
以
淀
川
削

2uatqげ
る
々
は
掠

3
川
叩
甘
え
工
作
昨
〈
ん
き
い

453 



る苦奇芸茶話設をf母撃します。

絵日喜善 日〕午後;務

惨務評?

1>出渓
心 rョ、い
口、百 y、l‘

わらとf会〈ミ詩的〉、

一
問
問
ニ
ア

ー
一
松
一
川

イ

一

寸

一

午

れ
際
一
間
一
日

間
消
イ
一
駒
内
一
必

跡
ぢ
応
町
一
部
一
間

終
的
土
料
一

綴

川

一

力

一

燐

戸

佐

一

櫛

亀

三

E

円

l
L
h
p

》串しiみみ罪悪い合わせ中央校

再三減免センヲ 控Q4三423-，1627 

惨持基l¥会わせ r努1)言霊力中央研災

孫子持続ヲイ務次仔i業務停案まま82'118'1 
世一世一、ジ…芳一極

B歩約書寺 斗ちとヨ0，)午前10終えよj

午

1>議邸

主立

1>入者選終 然科

験議所・問い合わせ

縫祉な二ノタ

惨日喜寺 主務丸善事'1 火号室忍午後1日汚

15玉71)'わ3B号分Eまで

谷線新 民主主総菜政治室

炉重量綾 子3ゴo日間
1>言語的 中央字決火学主主主歪

章宏言JE三

炉内務 4fj 

結実議〈償う去れ 5悶

やi童文日明主E在まだ呉jQt殺し、?モ

を取り上げて要事予告しぎず。

b葬祭し、主主わt主 主村宜弓JJ

照〉のだo

b童書足立芸員

誤は70漆亡す。

b問い合わ主主 渇烹

砂白書寺 ζ 守ら臼午後♂総

砂場所 主選jし議吋:宮署髭

炉支守護義 的見yげら1;¥字架

炉内容

「主任トうえ三い

1>入i讃料 2'1俣湾〈ぎ工員肉料〉

454 


